
 

  

研究内容：  

本研究は、Game Senseアプローチによるスポーツキャンプを実施し、キャンプへの満足度について調査

した。キャンプは 2 日間実施し、6 才〜12 才の男女 48 名が参加した。実施内容は①コーディネーション

系、②インベージョンゲーム系、③ネット・ウォールゲーム系の 3系統であった。実施内容はビデオカメラ

2台を用いて全て録画した。また、コーチの発話は、ワイヤレスマイクロフォンを用いて全て録音した。記

録した映像、発話からより良い Game Senseアプローチに関する考察を行った。さらに、キャンプ終了後、

参加者とその保護者に対し、キャンプへの満足度調査を行った。その結果、参加者からは「疲れた」や「面

白くない」という意見は全くなく、98%の参加者が「楽しかった」と回答した。また、「キャンプはいかか

でしたか？」という問いに対し、92.3%の保護者が「良かった」と回答した。このような結果から、従来の

「カリキュラム」スタイルのコーチング法とは質を異にする Game Senseであるが、その可能性の広がりを

示唆する結果となった。 
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提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

新しいスキルの獲得
・新しい動作の獲得
・子どもの成長
・新しい事への取り組み
・色々なゲーム・スポーツ体験

改善点
時間配分
適切なプログラムレベル
広報の仕方

夢中になる取り組み
・夢中になる取り組み。
・子どもたちの楽しむ姿。
・保護者と子どもが共に楽しめる内容。
・スポーツを始めるきっかけ
・保護者の学び
・子ども間のコミュニケーション

工夫されたプログラム
普段では体験できない動きと考え方
頭と身体を使ったロジカルな運動
トレーニングされたコーチの指導

安全、無料
運動が思い切ってできる環境

要望
定期的な開催と広報
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技術相談 

提供可能技術： 

・質的研究 

・Game Sense アプローチ 

 

 

コーチング実践の機会

コーチ

普段とは違う環境から
の学び

コーチがすべき行動
の再認識と発見

違う環境でコーチング
を行う不安

コーチの印象

保護者

好感の持てる
態度

子ども目線での
対応

リズム感のあ
る指導と進行

改善点
難しい言葉
コーチの役割の明確化
場に応じた厳しさ

・とても勉強になった
・全ての競技に共通す
る動きというのは難しい
・テニスに特化した考え
方を持っていた
・集団をまとめることの
難しさ
・普段とは違う体験がた
くさんできた。

・実施者に対して最
高のものを提供する
ために１つのメ
ニューを試行錯誤を
繰り返して作成
・実践後のミーティン
グでフィードバックを
行い、コーチがすべ
き行動を改めて認識、
体験
・Game Senseを使う
ことの難しさとその効
果の実感
・準備に取りかかる
のが遅かった

・Time managementや
時間調整の難しさ
・普段の競技スポーツ
とは違うコーチングの
難しさ

・さわやか
・優しさ
・誠実
・親しみやすい
・Smileと元気

・礼儀正しく好
感が持てた
・熱心な指導

・運動が出来る
だけで好印象

・子ども目線で指
導

・分かりやすくて
丁寧な説明

・子どもを引き込
む

・子どもの扱いが
上手

・リズム感のあ
る指導

・手際の良い
進行


